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行
く
春
や
鳥
啼な

き
魚
の
目
は
泪
な
み
だ

　

緑
深
ま
る
東
北
か
ら
列
島
を
横

断
し
、
日
本
海
側
を
巡
っ
た
芭
蕉
。

「
奥
の
細
道
」
は
、
東
日
本
で
出

会
う
人
と
風
物
が
、
貧
し
さ
の
中

に
も
生
き
生
き
と
し
た
往
時
の
地

域
の
表
情
を
伝
え
て
い
ま
す
。
俳

人
が
今
、
同
じ
道
の
り
を
歩
い
た

ら
何
を
見
る
の
で
し
ょ
う
。

　

岩
手
県
生
ま
れ
の
詩
人
・
宮
沢

賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩

へ
の
共
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
…
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ　

西
ニ
ツ

カ
レ
タ
母
ア
レ
バ　

行
ッ
テ
ソ
ノ

稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ
…
。」

　

東
日
本
大
震
災
の
惨
状
を
見
る

に
つ
け
、
芭
蕉
と
賢
治
が
ふ
と
思

い
浮
か
び
ま
す
。

　

支
援
の
輪
が
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
て
い
ま

す
。
私
利
私
欲
を
持
た
ず
、
進
ん

で
人
の
苦
難
を
共
有
し
よ
う
と
す

る
精
神
で
す
。

　

愛
す
る
家
族
や
地
域
を
守
る
た

め
に
、
自
ら
の
命
を
も
省
み
ず
津

波
に
向
か
っ
た
消
防
団
員
。
自
ら

も
被
災
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
震
直
後
か
ら
消
火
や
救
助
、

避
難
誘
導
、
救
援
物
資
の
搬
送
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
歴史

か
ら
繰

り
返
し
学
ん
で
き
た
私
た
ち
人
の

営
み
が
も
ろ
く
も
崩
れ
て
し
ま
っ

た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

犠
牲
者
の
過
半
数
が
60
歳
超
。

地
域
や
人
の
絆き

ず
なを

も
う
一
度
つ
な

げ
る
知
恵
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
、

復
興
の
鍵
に
思
え
ま
す
。

　

賢
治
が
残
し
た
詩
や
童
話
を
愛

す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

い
つ
も
な
ら
、
大
き
な
期
待
に

胸
弾
ま
せ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
季

節
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男

東
日
本
大
震
災

～
一
日
も
早
い
復
興
願
う
～市も被災地に人と物資を送る

い
ぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）

60

　

開
聞
下
仙
田
地
区
に
は
、
か
つ

て
旧
峰
山
寿
福
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

旧
峰
山
寿
福
寺
は
、
旧
頴
娃
町
に

あ
っ
た
島
津
久
豊
が
開
基
し
た
禅

寺
の
証
音
寺
の
末
寺
で
、
下
仙
田

地
区
に
多
く
の
関
連
施
設
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
４

年
の
廃
仏
棄
釈
に
よ
り
、
他
の
寺

院
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

下
仙
田
地
区
の
一
角
に
、
廃
仏

棄
釈
に
よ
り
壊
さ
れ
た
旧
峰
山
寿

福
寺
関
連
の
石
造
物
が
集
め
ら
れ
、

地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
石
造
物

群
は
昨
年
12
月
、
葬
儀
会
場
建
設

に
伴
い
、
川
平
雅
樹
氏
の
配
慮
で

隣
接
地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
設
先
に
は
、
石
塔
籠
１
基
、

「
奉
造
立
」
銘
塔
１
基
、
板
碑
１

基
、
大
日
如
来
石
造
１
体
、
塔
婆

を
彫
っ
た
板
状
供
養
塔
１
基
、
家

形
石
塔
１
基
、
無
縫
塔
３
基
、
五

輪
塔
２
基
、
墓
３
基
、「
大
日
如
来
」

と
彫
ら
れ
た
石
塔
１
基
と
そ
の
脇

に
自
然
石
が
１
基
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
板
碑
の
背
後
に
は
、

「
大
」
と
彫
ら
れ
た
大
日
如
来
石

塔
１
基
、
自
然
石
を
用
い
た
石
塔

３
基
が
並
べ
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
の
石
造
物
の
後
ろ
に

は
、
五
輪
塔
の
空
風
輪
や
火
輪
等

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
旧
峰
山
寿
福
寺
ゆ
か
り
の
文

化
財
を
守
り
続
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
農
道
整
備
事
業
に

伴
い
、
多
く
の
遺
跡
で
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
度
に
は
、
西
方
に
延

び
る
農
免
道
路
と
新
設
予
定
の
広

域
農
道
が
接
す
る
場
所
に
あ
る「
中

尾
迫
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
尾
迫
遺
跡
か
ら
は
、
今
か
ら

約
２
千
年
前
の
弥
生
時
代
後
期
の

人
々
が
使
っ
て
い
た
土
器
を
製
作

す
る
工
房
跡
が
、
県
内
で
初
め
て

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
器
製
作
工
房
跡
で
は
、
粘
土

を
採
掘
す
る
大
き
な
竪
穴
や
、
弥

生
土
器
を
作
る
と
き
に
使
う
台
石

と
軽
石
、
さ
ら
に
、
そ
の
土
器
を

焼
い
た
土
器
焼
成
坑
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　

土
器
焼
成
坑
は
、
地
面
が
直
径

１
ｍ
前
後
の
楕
円
形
に
掘
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
中
か
ら
は
、
炭
や
灰
、

焼
け
て
黒
く
な
っ
た
粘
土
の
塊
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
土
器
焼
成
坑
は
国

指
定
史
跡
指
宿
橋
牟礼

川
遺
跡
の

史
跡
公
園
内
に
あ
る
土
器
焼
き
体

験
広
場
に
移
設
・保

存
さ
れ
て
い

ま
す
。

下
仙
田
寺
鼻
の
石
造
物
群

旧峰山寿福寺ゆかりの文化財

弥
生
時
代
の
土
器
製
作
工
房

　
　
　

−

中
尾
迫
遺
跡

−
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